
企
部
古
蹴
志
巻
二
十

野
殿
と
も
呼
べ
り
。
本
庄
太
郎
兵
衛
宗
正
の
女
友
り
。
一光
株
十
五
年

三
月
九
日
従
一
位
陀
叙
せ
ら
れ
、
後
桂
昌
院
阪
と
絡
す
。
心
棋
は
鎚

永
三
年
八
月
晦
日
増
上
寺
山
内
心
光
院
陀
於
て
巡
化
す
と
い
へ
り
。

O
大
圏
寺
地
譲
堂

五
尺
仇
酬
の
石
像
陀
て
、寺
川
神
花
、此
の
地
獄
傘
は
元
と
大
衆
寺
別
れ
道

に
あ
り
し
石
像
た
り
と
い
へ
り
。
光
絞
寺
普
門
跡
師
の
地
縦
怒
験
新

紀
に
は
、
此
の
石
像
は
寛
文
年
中
陀
大
国
寺
第
二
世
仰
春
上
人
の
浩

立
す
る
硲
也
。
銭
政
多
〈
聞
ゆ
。
或
は
病
病
或
は
危
難
陀
迦
ひ
て
祈
願

rる
も
の
、
共
の
雰
主
知
ら
宇
と
て
‘

箆
験
あ
り
し
俳
誌
北
ハ
を
ば
種

こ
悶
椛
せ
し
か
ど
、

今
m
z
k
略
犯
す
。
本
問
u
E見
て
そ
の
鉱
騒
を
知

る
べ
し
。

O
本
唱
山
法
光
寺

法
器
朱
也
。
貞
享
二
年
の
由
来
牲
に
一
再
ム
。
常
苛
凶
器
天
正
九
年
於
島

越
中
国
守
山
-
了
究
院
日
義
建
立
る
従
畠本
寺
京
都
本
園
寺
-
寺
説
本
傘

巾
酬削.
叫
柚
刷
出
公
御
局
守
山
民
て
御
内
意
を
以
常
土
肺
結
被
=仰
付
↓
共

後
守
山
よ
り
金
深
へ
引
越
。北
九
節
も
御
局
を
以
・
ニ
代
目
佐
持
日
詮
寺

地
之
儀
溶
ν
願
底
、
則
，H抗
野
今
之
J

司
地
拝
領
被
a
仰
付
吋
共
頃
御
判
物
並

御
寄
進
蹴
等
紋
ν
下
、
所
持
仕
庇
.
元
和
丸
年
二
月
自
火
に
而
悉
く
鏡

敷
市
立
、
先
屋
敷
歩
数
三
宵
十
六
歩
拝
領
、
時間
地
六
百
五
十
八
歩
前

込
に
殺
し、
予
ν
今
居
位
仕
。
と
あ
り
。
按
宇
る
に、
延
箆
の
金
部
凶
花
、

血児
源
寺
と
記
戦
し
.
前
口
二
十
九
間
三
尺
奥
行
三
寸
六
閉
山
尺
と
あ

り
て
.
長
久
寺
い
ま
だ
此
の
地
へ
移
仰
せ
ざ
り
し
引
の
紛
間
伝
る
べ

し
。
叉
栖
四五
寺
は
.

登
記
に
、
高
高
石
見
内
諾
一は
‘
利
出
品
卿
の
御

妹
陀
て
ま
し
ま
す
が
、
民
長
十
四
年
に
御
死
去
被
ら成
、
金
部
大
豆
町

村
相
先
寺
陀
て
葬
迭
被
-
成
。
御
戒
名
長
久
院
般
珍
亭
久
務
大
妨
と
放

し
車中
り
、
共
の
寺
を
長
久
寺
と
名
付
け
・
高
-
品
千
右
衛
門
下
屋
敷
に

寺
建
立
有
っ
て
・
百
五
十
石
の
寺
側
主
被
a
付
位
-成
、
後
に
は

右
寺

領
を
商
品
五
郎
兵
衛
に
被
ν
遣
、
五
郎
兵
衛
方
よ
り
+
五
石
宛
長
久
寺

へ
茶
湯
料
陀
遣
し
け
る
山
。
と
見
h
、
本
務
回
開
抽
M
K
も
同
じ
ゃ
う
陀

紀
献
ず
れ
ば
‘
前
回
開
究
延
二
年
の

山市
申
書
の

俳
鈴
は
過
聞
な
ら
ん

か
。
叉
三
蛮
記
陀
、
先
永
三
年
見
小
姓
衆
院
雌
の
僚
に
‘
玉
引
門
主
水

は
十
二
・
三
の
頃
‘
商
品
左
京
下
屋
敷
の
長
久
寺
へ
何
日
登
山
し
て
、

手
脅
す
と
見
h
、
叉
究
武
六
年
巾
品
川
慌
時
の
僚
に
も
‘
村
瀬
凹
郎
右

衛
門
は
新
鋭
と
申
し
、
坂
労
市
郎
布
街
門
は
捌
八
と
て
‘
長
久
寺
K

て
手
習
す
と
あ
り
て、

W
A

不

内
に
寺
あ
り
し
と
と
知
ら
れ
け
り
。
栢
覚
寺
は
長
久
寺
の
前
寺
披

企
部
古
蹟
志
港
二

十

O 

失
仕
。
と
あ
り
て
、
今
は
哲
記
等
仰
来
せ
・?
と
い
へ
り
。

。
鶴
雲
山
長
久
寺

曹
洞
宗
也
。
延
質
二
年
の
山
市
部
牲
に
一試
ム
。
円
品
寺
凶
器、
務
組
大
納
品
目

利
家
卿
御
妹
商
品
石
見
守
定
吉
之
後
室
長
久
院
殿
。
民
長
十
三
年
建

立
被
v
致
、
石
川
郡
問
弁
村
化
粧
間
三
十
石
錦
at
司
侭
-
寄
附
被
ν
致
。
承

感
四
年
商
五
十
石
K
被
ν
定
.
五
十
石
之
内
七
石
五
斗
茶
湯
料
、
残
高

破
損
修
理
料
陀
被
=成
四
国
↓
と
あ
り
。
究
延
二
年
の
由
来
容
に
は
.
艇

長
二
年
之
開
法
陀
て
、
閉
山
は
思
賂
和
尚
也
。
愚
賂
は
松
地
樹
党
守

と
云
ム
止
司
の
隠
居
也
。
川
仙
寺
之
寺
地
は
元
と
石
川
郡
白
山
陀
有
v
之

蕗
‘
附
山
品
川
崎
和
山
間
金
織
に
樹
党
寺
と
云
ふ
寺
有
ν
之
閥、

栖
党
苛
よ

り
白
山

へ
隠
居
致
し
、
本
版
を
結
び
居
住
之
出国
.
長
久
院
殿
久
都
大

妨
之
位
牌
所
K
被
ι一一取
立
4

共
頃
は
商
品
氏
元
胤
石
見
守
白
山
花
在
披

之
虚
・
共
後
金
部
へ
被
v
出
に
付
、

寺
も
引
越
、
向
島
市
斐
下
屋
敷
民

組
問
在
候
。
然
底
究
永
十
二
年
陀
御
用
地
陀
成
・被

a

召
上
一
同
年
第
-一巻
地
-

糸
野
寺
町
玉
糸
寺
前
に
於
て

三
百
十
六
歩
、
小
塚
古
岬
右
衛
門
奥
村

顕
在
術
門
奉
行
に
て
被
=打
波
一
寺
法
管
致
し
候
由闘
に
、
久
誇
大
姉
位

器
産
立
に
付
・
右
寿
地
手
狭
民
有
v
之
故
、
延
質
凶
年
先
住
附
微
よ

り、

寺
枇
奉
行
氷
原
友
京
。
篠
原
総
部
へ
、
日
迷
立
市
党
源
寺
上
り
屋

也。O
長
久
院
殿
小
傍

長
久
院
阪
は
‘
前
町
縫
殿
助
利
春
君
の
第
二
女
K
て
、
沓
務
組
大
納

言

利
市
部
卿
の
御
妹
た
り
。
天
文
十
二
年

突
卯
尾
張
閥
抗
加
子
に
て
賂

生
、
御
名
主
津
世
と
呼
べ
り
。
初
め
前
間
政
介
に
嫁
委
せ
ら
れ
し
か

ど、

永
秘
元
年
陀
獅
介
戦
死
す
。
故
陀
高
白
石
見
守
足
音
に
再
嫁
し

給
へ
り
。
定
吉
卒
後
落
飾
し
・
久
務
尼
公
と
紛
す
。
艇
長
十
五
年
八

月
三
日
卒
せ
ら
る
、
子
ν
時
六
十
八
歳
。
長
久
院
殿
締
庭
久
誇
大
妨
と

鋭
し
、
大
豆
悶
村
栖
先
寺
境
内
に
葬
る
。
相
皿
金
守
を
後
長
久
寺
と
改

裕
し
て
・
位
牌
を
泣
か
れ
た
り
。
齢
祉
の
詠
獄
、
子
ν
今
寺
貨
と
た
し

た
り
。
共
の
歌
如
v
左。

し
き
さ
う
を
は
ら
ひ
っ
〈
せ
ば
無
一
も
つ

た

ピ

夜

嵐

K
谷

川

の

聾

訟
も
は
・
千
平
知
り
て
聞
き
ね
る
烏
の
師
陣

わ
れ
を
わ
す
れ
て
言
の
葉
も
た
し

生
A
Y
る
も
死
す
る
も
訟
な
じ
花
紅
葉

ひ
ら
く
も
ち
る
も
も
と
の
一
露

ゑ
し
や
ぢ
ゃ
う
り
何
を
歎
か
ん
世
の
中
主




